
本市は、2021 年2 月、2050 年までのカーボンニュートラルを見据え、ゼロカーボンシティ宣言を表明
し、2030 年度及び2050 年度の再エネ導入目標を設定し、今後も引き続き太陽光発電施設を中心とした再
エネ導入を推進していく計画です。
他方、本市には生物多様性の観点から重要とされる豊かな自然環境が多く存在するだけでなく、近年は

太陽光発電の設置に伴う、自然災害や景観等への懸念が指摘されていることから、前述の再エネ導入目標
を達成するには、自然環境等と調和した再エネ導入が必須となります。このため、事業推進に慎重になる
べきエリアと事業の可能性を検討することに適したエリアを示す“ゾーニング”を実施しています。そうした
本市の取組を紹介するとともに、再生可能エネルギーについての理解を深めていただくため、改正温対法
の概要や、再エネを取り巻く国内の動向、先進地の事例等を紹介する住民報告会を開催します。

日 時：令和5年2月12日（日）１４：００～１６：００（開場１３：００）

会 場：加西市地域交流センター（アスティアかさい３階集会室）
（兵庫県加西市北条町北条２８−１）

【お問い合わせ先】 加西市 生活環境部環境課
TEL：０７９０ー４２ー８７１６
Mail： kankyo@city.kasai.lg.jp

【プログラム】※変更になる場合があります。

所属等 氏名 連絡先

【お申し込み方法】

２月８日（水）までに、メールにて、加西市生活環境部環境課まで下記事項を明記の上
お申し込み下さい。席に余裕がある場合は当日参加も可能です。

1.加西市再生可能エネルギー
に係るゾーニングについて 加西市 生活環境部環境課

2.再生可能エネルギーの現状
と課題について～自治体と
地域が求められる役割とは～

山下 紀明 氏
特定非営利活動法人
環境エネルギー政策研究所 主任研究員

■略歴

【開催概要】

1980年大阪府生まれ。
2005年京都大学大学院地球環境学舎環境マネジメント専攻修士課程卒業。
大学院在籍時にインターンとして、環境エネルギー政策研究所に参加し、2005年からスタッフ。主に地方自治体の環境エネルギー戦略づくりに携わる。
2013年から立教大学経済学部非常勤講師 2015年まで「環境政策論」を担当。
2015年から京都大学大学院経済学研究科非常勤講師 「地域主導型再生可能エネルギー事業とキャリア」を担当。
2022年から名古屋大学大学院環境学研究科博士課程在籍
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